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議
　
員
　
手
話
の
通
訳
者
、

奉
仕
員
等
の
確
保
、
養
成
、

支
援
の
た
め
の
取
組
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
手
話
奉

仕
員
養
成
講
座
を
実
施
し
、

今
年
度
14
名
が
修
了
し
て

い
ま
す
。
引
き
続
き
手
話

通
訳
者
増
員
に
向
け
て
、

資
格
取
得
を
後
押
し
す
る

よ
う
な
取
組
を
検
討
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
　
員
　
手
話
言
語
条
例

制
定
後
に
手
話
に
関
し
て

ど
の
よ
う
な
施
策
を
推
進

し
、
市
民
は
ど
の
よ
う
に

変
化
し
た
と
考
え
る
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
広
報
に

手
話
紹
介
コ
ー
ナ
ー
の
開

設
、
講
座
の
実
施
、
市
の

記
者
会
見
へ
の
導
入
な
ど
、

手
話
を
目
に
す
る
機
会
を

増
や
す
取
組
に
よ
り
、
市

民
の
手
話
や
聴
覚
障
害
者

検
診
は
不
要
不
急
の
外
出

に
当
た
ら
な
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
関
連
団
体

と
連
携
し
て
健
康
診
断
や

再
検
査
の
受
診
を
し
て
い

た
だ
く
よ
う
周
知
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
　
員
　
他
市
に
比
べ
市

役
所
の
職
員
数
が
少
な
く
、

今
後
支
障
が
出
て
く
る
の

で
は
な
い
か
と
心
配
に
な

る
が
、
市
の
考
え
は
。

総
務
部
長
　
こ
こ
数
年
業

務
内
容
が
増
加
か
つ
多
岐

に
わ
た
り
、
こ
れ
以
上
の

削
減
は
相
当
困
難
な
状
況

に
な
っ
て
い
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
平
成

31
年
４
月
か
ら
働
き
方
改

革
関
連
法
が
順
次
施
行
さ

れ
、
こ
れ
ま
で
の
働
き
方

を
見
直
す
必
要
も
あ
る
た

め
、
職
員
の
労
働
時
間
や

健
康
管
理
等
を
行
い
な
が

ら
、
職
員
数
の
増
加
も
視

野
に
入
れ
、
適
正
な
定
員

管
理
に
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
と
の
で
き
な
い
地
域
資

源
で
あ
る
と
捉
え
て
お
り
、

本
市
発
展
の
一
翼
を
担
っ

て
き
た
も
の
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

　
今
後
も
北
里
大
学
と
連

携
、
協
力
し
て
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
な
が
ら
、
新
た

な
大
学
か
ら
キ
ャ
ン
パ
ス

等
の
開
設
の
提
案
が
あ
れ

ば
、
受
入
れ
の
た
め
に
真

摯
に
対
応
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

議
　
員
　
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
が
ん
の
発
見
状
況
は
。

病
院
事
業
管
理
者
　
２
０

２
０
年
当
院
で
は
、
前
年

と
比
較
し
て
約
４
・
１
％

減
少
し
て
い
ま
す
。
が
ん

議
　
員
　
交
流
人
口
を
増

や
す
た
め
に
、
新
た
な
大

学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
設

す
る
考
え
は
。

市
　
長
　
地
域
教
育
、
大

学
と
の
連
携
に
よ
る
農
業

等
の
地
域
課
題
解
決
の
貢

献
な
ど
、
北
里
大
学
の
も

た
ら
す
効
果
は
大
変
大
き

く
、
人
口
減
少
対
策
や
ま

ち
づ
く
り
政
策
に
欠
か
す

議
　
員
　
今
後
の
市
と
町

内
会
の
連
携
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

市
　
長
　
市
で
は
地
域
課

題
の
解
決
に
向
け
た
取
組

を
進
め
て
お
り
、
今
後
も

地
域
の
活
力
を
引
き
出
せ

る
よ
う
に
町
内
会
や
町
内

会
連
合
会
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
市
民
と
の
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

議
　
員
　
小
中
学
生
へ
の

芸
術
文
化
鑑
賞
機
会
の
提

供
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

教
育
部
長
　
児
童
生
徒
の

豊
か
な
情
操
を
養
う
た
め

に
、
今
後
も
体
験
的
活
動

を
一
層
充
実
さ
せ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

へ
の
理
解
が
広
ま
っ
て
い

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
　
員
　
市
民
文
化
セ
ン

タ
ー
の
大
ホ
ー
ル
、
生
涯

学
習
ホ
ー
ル
以
外
の
部
屋

の
予
約
申
請
を
３
日
前
ま

で
に
変
更
で
き
な
い
か
。

教
育
部
長
　
空
き
が
あ
る

場
合
は
、
申
請
期
限
の
短

縮
も
可
能
と
考
え
ら
れ
る

た
め
、
検
討
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

施設の有効活用のためにも申請期限の短縮を

がんは早期発見、早期治療が大切です

一
　
般
　
質
　
問

議
　
員
　
最
新
の
が
ん
放

射
線
治
療
機
器
を
導
入
し

た
中
央
病
院
の
運
営
は
。

病
院
事
業
管
理
者
　
最
新

鋭
の
ト
モ
セ
ラ
ピ
ー
「
ラ

デ
ィ
ザ
ク
ト
」
は
、
１
日

の
最
大
治
療
人
数
の
拡
大
、

体
に
負
担
の
少
な
い
治
療
、

高
精
度
で
世
界
レ
ベ
ル
の

放
射
線
治
療
を
受
け
ら
れ

る
な
ど
の
利
点
が
あ
り
、

県
内
外
の
患
者
に
利
用
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
広
く

Ｐ
Ｒ
し
、
さ
ら
な
る
患
者

の
掘
り
起
こ
し
等
を
図
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
　
員
　
休
屋
、
宇
樽
部
、

子
ノ
口
、
焼
山
地
区
の
観

光
拠
点
と
し
て
の
考
え
は
。

農
林
商
工
部
長
　
奥
入
瀬

渓
流
利
活
用
検
討
委
員
会

で
ま
と
め
ら
れ
た
奥
入
瀬

市
が
所
有
し
な
い
集
会
所

等
の
３
施
設
で
も
、
各
施

設
管
理
者
に
適
切
な
除
雪

を
依
頼
し
て
お
り
、
除
雪

体
制
は
整
っ
て
い
ま
す
。

議
　
員
　
水
道
事
業
民
営

化
の
構
想
は
あ
る
の
か
。

上
下
水
道
部
長
　
水
道
は

住
民
生
活
や
社
会
経
済
活

動
を
支
え
る
重
要
な
イ
ン

フ
ラ
で
あ
り
、
民
営
化
に

よ
り
公
共
性
や
継
続
性
、

料
金
の
高
騰
、
水
質
低
下
、

さ
ら
に
は
災
害
時
の
対
応

な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

や
安
定
供
給
へ
の
影
響
が

懸
念
さ
れ
る
た
め
、
民
営

化
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

価
格
が
以
前
の
水
準
に
回

復
す
る
ま
で
は
、
当
面
時

間
が
か
か
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
と
し
て
は
、
来
年
度

も
米
価
の
低
迷
に
よ
る
収

入
減
少
と
な
ら
な
い
よ
う
、

主
食
用
米
以
外
の
高
収
益

作
物
へ
の
作
付
転
換
を
促

し
ま
す
。
ま
た
、
農
家
の

セ
ー
フ
ガ
ー
ド
と
し
て
の

収
入
保
険
制
度
や
ナ
ラ
シ

対
策
へ
の
加
入
促
進
の
た

め
、
農
業
者
へ
引
き
続
き

働
き
か
け
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
　
員
　
年
末
年
始
の
休

み
期
間
を
含
む
今
年
度
の

指
定
避
難
所
の
除
雪
体
制

は
。

総
務
部
長
　
市
が
所
有
す

る
30
施
設
は
、
各
施
設
管

理
者
が
降
雪
量
に
応
じ
て

除
雪
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

県
が
管
理
す
る
４
施
設
に

は
、
適
切
な
除
雪
に
努
め

て
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、

議
　
員
　
令
和
４
年
度
の

主
食
用
米
の
作
付
は
、
ど

の
よ
う
な
方
向
性
か
。

市
　
長
　
依
然
と
し
て
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
る
外
食
需
要

の
低
迷
で
消
費
減
に
歯
止

め
が
か
か
ら
ず
、
国
で
は

生
産
量
を
削
減
す
る
必
要

が
あ
る
と
の
見
通
し
で
す
。

ま
た
、
削
減
目
標
が
達
成

さ
れ
て
も
、
主
食
用
米
の

教
育
長
　
先
行
自
治
体
や

愛
好
者
、
教
育
関
係
者
か

ら
意
見
を
伺
い
、
整
備
の

場
所
選
定
や
費
用
確
保
、

周
辺
住
民
の
理
解
、
利
用

者
の
マ
ナ
ー
の
遵
守
な
ど

の
課
題
解
決
が
重
要
と
考

え
ま
す
。
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー

ド
の
普
及
状
況
を
注
視
し

な
が
ら
、
他
自
治
体
の
事

例
を
参
考
に
こ
れ
ら
の
解

消
策
の
調
査
研
究
に
努
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
休
屋
地

区
は
広
域
交
通
を
受
け
止

め
る
拠
点
で
、
滞
在
・
宿

泊
の
場
所
、
宇
樽
部
地
区

は
十
和
田
湖
の
地
域
内
の

交
通
拠
点
で
、
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
ー
や
地
域
の
食
を

楽
し
む
場
所
、
子
ノ
口
地

区
は
十
和
田
湖
と
奥
入
瀬

渓
流
の
中
継
拠
点
で
、
十

和
田
湖
の
景
観
を
楽
し
む

休
息
場
所
、
焼
山
地
区
は

渓
流
散
策
の
ス
タ
ー
ト
地

点
で
、
温
泉
や
宿
泊
、
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
を
体
験

で
き
る
場
所
と
位
置
づ
け
、

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
観
光

振
興
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
　
員
　
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー

ド
パ
ー
ク
の
整
備
の
可
能

性
は
。

住民生活や社会経済活動を支える水道事業

整備が望まれるスケートボードパーク

13
議
員
が
市
政
を
問
う
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教
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長

議
　
員

手
話
通
訳
者
や
手
話
奉
仕
員
を

確
保
す
る
た
め
の
取
組
は

養
成
講
座
を
実
施
し

資
格
取
得
を
後
押
し
す
る
取
組
を
検
討

中　尾　利　香
（自民公明クラブ）

交流人口を増やすため
大学のキャンパスを開設する考えは

大学からの提案があれば
真摯に対応する堰野端　展　雄

（自民公明クラブ）

令和４年度の主食用米
作付の方向性は

高収益作物への転作や
収入保険制度等への加入を促す今　泉　信　明

（市民連合クラブ）

最
新
の
が
ん
放
射
線
治
療
機
器
を

導
入
し
た
中
央
病
院
の
運
営
は

県
内
外
に
広
く
Ｐ
Ｒ
し

さ
ら
な
る
患
者
の
掘
り
起
こ
し
を
図
る

石　橋　義　雄
（自民公明クラブ）


